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   〔Ⅱa〕論理的に考察しようとするが，正しい結
論が得られない。 
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実施された調査問題を用いた。調査問題は，





水準Ⅱa の段階の生徒 3 名を対象に教授実験
を実施することとした。教授実験実施時期と
















































































































立方体 ABCD‐EFGH で 















 次に，課題を 1 問解くごとにⅱより，プリン
トになぜ間違えたのか，次にどうすれば間違わ
なくなるかを書かせることとした。 












































































その中で，Toshi は場面 1 におけるやり取りに
は加わらず，LEVEL2 問題①のコンテンツで面
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Kishi・・・EH＜FC，図 3.1.1 で表現 













【場面 2 の解釈】 
































A4 用紙 1 枚ずつに書き込むことで，Toshi の提
案した方法と同じことを行うように指示する。 
      












図 3.1.1：Kishi が書いた問題②の理由． 
図 3.1.2：Nano が書いた問題②の理由．
図 3.1.3：Toshi の確かめ方の簡略図． 
(A4 用紙に描かれている正方形のみ抜粋) 








【場面 3 の解釈】 













































 Maya は，図 3.1.5 を見ながら，図 3.1.6 のよ
うにして，面 ABCD と面 EFGH を重ねる表現
した。この Maya の行動に生徒全員が理解を示
した。そして，教師が教具(正方形が印刷された
A4 用紙)を手にした瞬間に Maya は反応し，教
具を受け取って確認の操作を行っていく。そし
て，確かめを Maya が行い，全員が納得する。 
【場面 4 の解釈】 







図 3.1.5：Toshi と Maya の見ていた画面．
図 3.1.4：Toshi の LEVEL2 問題③の答えの予想． 

















【場面 1～4 の考察】 




 1 点目に，生徒の空間認識の深まり方である。 





















































 場面 3 では，Toshi は教具(正方形が描かれた
A4 用紙)を使い，対象の線分を A4 用紙 1 枚ずつ
に書き込み，書き込んだ 2 線分を直接重ねて確
図 3.1.7：Toshi の問題 3 における解答．
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かめる方法をとる。 





 場面 4 では，Toshi は開始早々に「見た目で
は騙されない」と発言し，答えの予想と理由を
書き上げる。そして，教師に指示される前に
Toshi は，図 3.1.4 のように Cabri3D で視点移
動を行っていた。 




































3.2. Cabri3D と空間認識の変容の関連性 
 ここでは，生徒が Cabri3D を使用した場面を
教授実験から抜き出し，生徒の空間認識の変容
にどのように関わっていたのかについて考察す
る。生徒が Cabri3D を使用した場面は，全 7
場面である。この 7 場面は，LEVEL1～3 の各
課題で 1 回ずつ使用しているので 7 場面となっ
ている。ここでは，この 7 つの場面から，生徒
が主体的に確かめを行った場面とその前 2 場面
と後の 1 場面を取り上げることとする。 
 
場面 1：LEVEL1 で，初めて Cabri3D を使用
する場面 
 生徒は，初めて見る Cabri3D の画面に対し，
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場面 3：LEVEL2 問題②～③の確かめについて 











図 3.2.2 より，生徒は LEVEL2 問題②と同じ
く 2 平面(ここでは，面 ABCD と面 EFGH)を重
ねられる視点移動を行ったと考えられる。これ

















場面 4：LEVEL2 問題④での確かめについて 











図 3.2.1：Kishi が見ていた画面． 
(面 BFGC と面 AEHD が重なるように視点移動) 
 
図 3.2.2：Toshi と Maya の見ていた画面．












【場面 1～4 を通した考察】 





れは，3 次元の要素を 2 次元上に置き換えるとき
に使用し，機能していたことを示している。こ
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